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GPRを用いた表層地質のイメージング：現状と課題

GPR imaging for shallow underground geology: their present state and problems
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地中レーダー（GPR）は，電磁波を地中に放射し，電気物性の異なる物体で反射・屈折する波を捉えて，浅層地下を
イメージングする高分解能の物理探査法であり，最近では沖積層や第四紀層の地質調査や活断層調査等にも広く活用さ
れている．本公演おいては，GPRを用いた第四紀層研究に関する最近の研究をレビューし，その現状と今後の課題につ
いての整理を行う．


